
一般会計予算額
　今年度の一般会計予算総額は 338億 1,000 万円と
なっています。前年度と比較すると、南小学校長寿
命化改良事業費の減などにより約 33億円減少してお
り、前年度比では 8.9％の減となっています。
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令和６年度各会計予算
一般会計　338億 1,000万円
特別会計　222億    636万円
　　合計　560億 1,636万円

歳入合計
338億1,000万円
（前年度比△8.9%）

市税
97億2,915万円

国庫支出金
54億7,220万円

地方交付税
70億4,500万円

市債
21億8,100万円

県支出金
24億9,932万円

その他
68億8,333万円

歳出合計
338億1,000万円
（前年度比△ 8.9%）

民生費
132億 3,901万円

土木費
36億1,988万円

教育費
43億5,907万円

公債費
31億2,748万円

総務費
34億9,692万円

その他
59億6,764万円

定額減税による個
人市民税の減など
により 1.5％減

社会資本整備総合
交付金の減などに
より 11.4％減

南小学校長寿命化
改良事業債の減な
どにより51.4％減

地域医療介護総合確保
基金事業補助金の減な
どにより 6.7％減

南小学校長寿命化
改良事業の減など
により 30.2％減

旧国民宿舎維持管
理経費の増などに
より 4.9％増

新型コロナウイルスワ
クチン接種事業の減な
どにより 6.5％減

特　集

令和６年度石岡市の予算
問財政課　℡  23-7293

歳入の内訳
最も大きな割合を占める市税は、個人市民税の定額
減税などの影響により、前年度比で 1.5％減少する見
込みです。一方で、国から交付される地方交付税は
3.0％増加する見込みですが、南小学校長寿命化改良
事業などの国庫補助事業の減にともない、国庫補助金
は 11.4％、市債は 51.4％減少となりました。
歳出の内訳
最も大きな割合を占める民生費は、児童・高齢者・

障がい者の福祉や生活保護などに係る費用で、児童手
当の拡充などにより、前年度比で 2.6％増加となりま
した。また、南小学校長寿命化改良事業費の減にとも
ない、教育費は 30.2％減少しています。

特別会計予算額

特別会計 予算額（前年度比）

国民健康保険 77億 3,545 万円（1.6%減）

駐車場 2,856 万円（17.1％増）

霊園事業 2,455 万円（25.9%減） 

介護保険 75億 9,292 万円（3.4％減）

介護サービス事業 3億 1,940 万円（0.3％減）

後期高齢者医療 12億 5,187 万円（14.2％増）

水道事業 ８億 1,512 万円（7.5％減）

公共下水道事業 39億 387万円（10.6％増）

農業集落排水事業 ５億 3,462 万円（0.4％増）

222億 636万円
前年度比0.3％増

　市には、一般会計のほかに、９つの特別会計
があります。特別会計は法律の規定に基づくも
のと、収支を一般会計と分けて経理したほうが
効率的であるために設けているものがあります。
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輝く「まち」
プロジェクト

輝く「ひと」
プロジェクト

輝く「暮らし」
プロジェクト

チャレンジする
市役所

プロジェクト

４４

５５

６６

ポン事業
ンドブック事業

期の支援

○令和６年度の学校給食費の無償化（新）
○保護者向け連絡アプリの導入（新）
○スクールバスの保護者負担軽減（新）
○路線バス利用者への支援
○新入学祝記念品　ランドセル贈呈
○教育相談機能の充実
○こどもの学習支援
○赤ちゃんふれあい体験の実施（新）
○いばらきっ子郷土検定表彰（新）

STAGE4 小学生・中学生への支援

○高校生への給付型奨学金
○奨学金返還支援事業（新）
○高校生等対象の企業説明会・
  就職説明会等による地元企業支援
○通学者・通勤者の定期券・特急券購入補助

STAGE5 高校生・大学生・社会人への支援

○移住コーディネーターの設置（新）
○民間事業者と連携した移住支援事業の実施（新）
○移住支援金
○住まいに関する助成事業
○新規就農者への支援
○創業支援・住宅店舗等リフォーム支援

STAGE6 移住・定住支援
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リーディングプロジェクトリーディングプロジェクト

　市では毎年度、各分野のまちづくりをリードす
る事業を「リーディングプロジェクト」として位
置付け、特に力を入れて取り組んでいます。輝く
「魅力向上」・輝く「まち」・輝く「ひと」・輝く「暮
らし」・「チャレンジする市役所」の５つのプロジェ
クトに加えて、本市の喫緊の課題解決に向けて『人
口減少対策プロジェクト』を位置付け、迅速かつ
効果的に施策展開を行います。

人口減少対策
プロジェクト

輝く「魅力向上」
プロジェクト

１１

２２

３３

○結婚支援事業（新）
○子育て世代マネープラン事業（新）
○新婚世帯・子育て世帯新生活補助金

STAGE1 結婚・新婚世帯支援

○こども家庭センターの設置（新）
○子育て支援アプリの導入（新）
○不妊・不育症治療費助成
○妊婦タクシー利用補助
○妊産婦健康診査の助成
○妊婦歯科健康診査の実施
○出産・子育て応援給付金

STAGE2 妊娠期・出産支援

○すくすく赤ちゃんクー
○ブックスタート・セカ
○産後ケア事業
○マル福の拡充
○こども休日診療の実施

STAGE3 乳幼児

人口減少対策人口減少対策 プロジェクトプロジェクト

若い世代が結婚、出産、子育て
の希望をかなえられる魅力ある
まちづくりを進めるため、出生
率向上と移住推進の２本柱を人
口減少対策の政策としてパッ
ケージ化しました。

問政策企画課　℡  23-7277
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20,631千円

STAGE3 乳幼児期の支援

すくすく赤ちゃんクーポン事業
拡充 【子育て応援課】

　乳児の健やかな成長を願い、子育て世帯の経
済的負担を軽減し、安心して子育てができる環
境を整えるため、満１歳未満児の子育て用品と
引き換えることができる「すくすく赤ちゃん
クーポン券」を交付します。

輝く「魅力向上」プロジェクト輝く「魅力向上」プロジェクトの主な事業の主な事業

関係人口・交流人口の創出

シティプロモーションの推進
拡充 【秘書広聴課 わがまち発信室】

8,641千円

　本市のブランドメッセージやロゴマークを積
極的に活用するとともに、動画や SNS等による
情報発信を充実させることで、効果的なシティ
プロモーションに繋げます。
　あわせて、市の特徴を生かした石岡らしい統
一的な公共サインを整備するため、公共サイン
のガイドラインを策定し、認知度の向上や関係
人口の拡大、市民によるふるさとへの愛着の醸
成を図ります。

　関係人口や交流人口の創出に向けて、
シティプロモーションをはじめとする
様々な取り組みを行うとともに、本市の
強みである歴史・文化財の保存や活用、
観光資源の磨き上げなどを通して「魅力
向上」を図ります。

　国内外から「観光客
を誘致する」誘客プロ
モーションを実施しま
す。新たな商品造成や
SNS、動画等による PR
など効果的な誘客促進
を図ります。

観光振興の強化

誘客プロモーションの推進
拡充 【産業プロモーション課】

15,000千円

　通学に路線バスを利用している児童生徒の保
護者負担軽減のため、通学距離が国の基準を満
たす小学校で４㎞、中学校で６㎞以上の場合は
原則全額補助を行います。

STAGE4 小学生・中学生への支援

路線バス利用者への支援
拡充 【教育総務課】

10,222千円

　国が推奨するサウンディングの手法を活用
し、移住に結び付く民間事業者等からの自由な
発想を踏まえた事業提案を受けることで、優秀
な提案をした事業者と共に移住施策に取り組み
ます。

STAGE6 移住・定住支援

民間事業者と連携した
移住支援事業の実施

新規 【人口創出課】

3,000千円



7　広報いしおか　2024.5.1（No.446）

人口減少対策プロジェクト人口減少対策プロジェクトの主な事業の主な事業

STAGE1 結婚・新婚世帯支援

子育て世代マネープラン事業
新規 【人口創出課】

1,255千円

　「子育て世代マネープランセミナー」の開催と
「子育て世代マネープラン冊子」を発行します。
　子育てや教育に必要な費用と関連する公的な
支援を見える化することで、子育てに必要な費
用のイメージを描きやすくし、子どもを産み育
てたいと思えるよう、啓発活動に取り組みます。

STAGE2 妊娠期・出産支援

こども家庭センターの設置
新規 【子育て応援課】

　子育て世帯に対する包括的な支援のための体制
強化および事業拡充のため、こども家庭センター
を設置します。妊産婦や乳幼児の保護者支援のほ
か、虐待や貧困などの問題を抱えた子ども、保護
者を支援する機能を有し、子育ての悩みや不安に
対して、切れ目のない支援を行います。

STAGE4 小学生・中学生への支援

令和６年度の学校給食費の無償化
新規 【学校給食課】

　市内小中学校に通う児童生徒の保護者が負担
する学校給食費を免除します。
（関連して、食物アレルギーにより、弁当を持
参している児童生徒の保護者に対して学校給食
費相当分を補助します。）

STAGE4 小学生・中学生への支援

スクールバスの保護者負担軽減
新規 【教育総務課】

　スクールバスの利用に係る保護者負担軽減の
ため、統合される小学校および通学距離が国の
基準を満たす小学校で４㎞、中学校で６㎞以上
の場合は原則無償化します。（それ以外は月額
3,000 円を月額 2,000 円に減額します。）

　赤ちゃんやその家族と生徒が交流する機会を
設け、生徒が命の大切さを学び、出産や子育て
を好意的に感じることができる事業を実施しま
す。

STAGE4 小学生・中学生への支援

赤ちゃんふれあい体験の実施
新規 【人口創出課】

319千円

　市内企業等の人材確保を図るため、大学等を
卒業後、市内企業に就職し、県奨学金および日
本学生支援機構奨学金等の奨学金を返還してい
る市内定住の 35歳未満の市民に対し、奨学金
返還費用の一部を補助するとともに、介護・福
祉分野等の従事者へは補助率をかさ上げします。

STAGE5 高校生・大学生・社会人への支援

奨学金返還支援事業
新規 【商工観光課】

4,872千円
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輝く「暮らし」プロジェクト輝く「暮らし」プロジェクトの主な事業の主な事業 チャレンジする市役所プロジェクトチャレンジする市役所プロジェクトの主な事業の主な事業

　企業誘致をはじめとした各取り組みを推
進し、持続可能な商工業や農業の振興を図
ります。また、市民が主体となり行う、さ
まざまな文化芸術活動や地域コミュニティ
の活性化に向けた取り組みの支援、国際交
流の推進などによりさまざまな人が活躍で
きる共生社会の構築を目指します。

　チャレンジする市役所の推進力を高める
ためには、サービスの選択と集中を行える
「組織および人材」と「財政」が軸になりま
す。以下の２つのテーマについて、各施策
を横断して、重点的・戦略的に取り組みます。
◆組織・人材マネジメントの充実
◆経営・財務マネジメントの充実

持続可能な産業振興

商店街の街路灯電気料補助
LED化・修繕・撤去支援事業

新規 【商工観光課】

8,287千円

　商店街街路灯が担う「まちを照らす＝防犯」
の役割維持とともに、街並みの景観確保を図
るため、商店街団体等が担っている街路灯の
電気料や適切な管理に対する支援を行います。

持続可能な産業振興

オーガニックビレッジ宣言に向けて
の取組

新規 【農政課】

3,288千円

　地域ぐるみで有機農産物の生産から消費
まで一貫して取り組む「オーガニックビ
レッジ」を目指して、生産、流通・加工、
消費について更なる取り組みを実施し、有
機農業実施計画を作成します。

デジタル技術を活用した取組

オンライン申請による利便性向上
拡充 【情報政策課】

964千円

　オンライン申請の拡充による市民の利便性
向上やペーパーレス化の推進を目的とし、職
員が効率的にオンライン申請を作成できる環
境整備に取り組みます。

組織・人材、経営・財務マネジメントの充実

ふるさと応援寄附金事業

拡充 【ふるさと納税・財産活用課】

104,669千円

　財源の確保や本市の魅力発信、地域経済の
活性化等を目的として、ふるさと納税の取り
組みを実施しています。申し込みサイトや返
礼品数の増加、スマートフォンアプリによる
ふるさと納税、先行予
約などに取り組み、利
用しやすい環境づくり
に努めるとともに、寄
付額の増加を目指して
います。
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輝く「まち」プロジェクト輝く「まち」プロジェクトの主な事業の主な事業 輝く「ひと」プロジェクト輝く「ひと」プロジェクトの主な事業の主な事業

安心して暮らせる環境整備

防犯灯電気料支援事業
新規 【コミュニティ推進課】

16,886千円

　防犯対策などの安全・安心のため、区や自
治会等で管理する防犯灯について、電気料の
一部を支援し、財政的負担の軽減を図ります。

　石岡駅周辺の整備や、高浜駅周辺のま
ちづくりの検討などをはじめとした取り
組みにより、住みよいまちを目指します。
また、災害の発生や犯罪などに対して安
心して暮らせる環境整備、ゼロカーボン
シティに向けた取り組みなどを進め、市
民が日々生活する基盤である「まち」づ
くりに磨きをかけます。

　令和５年度に実施した市民参加型の実証
事業の結果を踏まえ、令和６年度も、引き
続き、プラスチックごみの回収、再資源化
を行うとともに、再商品化に向けた取り組
みを行うことで、2050 年に向けて CO₂
等の排出量
実質ゼロを
目指すゼロ
カーボンシ
ティを推進
します。

ゼロカーボンシティに向けた取組

プラスチックごみの再資源化事業
【生活環境課】

2,195千円

　妊娠・出産・子育て・教育に対して、
切れ目のない支援を行うことで、総合的
な子育て支援、教育環境の充実を図りま
す。また、石岡市に必要な保健・医療体
制の強化を図ることや、生涯現役社会を
目指すことで、それぞれのライフステー
ジでの活躍を支援します。

保健・医療体制の充実

総合保健センター (仮称 )整備事業
新規 【健康増進課】

27,620千円

　老朽化している石岡保健センターと八郷保
健センターを統合し、新しく総合保健センター
(仮称 )を整備します。設備面・機能面ともに
強化し、幅広い世代の健康づくり支援だけで
はなく、併設予定のこども家庭センターと連
携し、子育て世帯への支援の充実を図ります。

教育環境の充実

コミュニティ・スクールの導入
新規 【生涯学習課】

5,622千円

　現行の学校評議員制度に代わり、保護者や
地域住民等が委員として学校運営に参画する
コミュニティ・スクール（学校運営協議会制
度）を市内全小中学校に導入します。学校と
地域が連携・協働した地域学校協働活動を実
施することで、学校教育の充実と地域の教育
力向上を目指します。
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